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主日礼拝    

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

｢どうか、主の栄光がとこしえに続くように。 

主が御自分の業を喜び祝われるように。 

主が地を見渡されれば地は震え 

山に触れられれば山は煙を上げる。 

命ある限り、わたしは主に向かって歌い 

長らえる限り、わたしの神にほめ歌をうたおう。 

どうか、わたしの歌が御心にかなうように。 

わたしは主によって喜び祝う。｣ 

             (詩編 104：31～34) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 

リタニー ｢あの時、私たちは｣ 
 

一緒に：神さまの平和を求めることが 

    できますように 

司式者：あの時、神さまは 

    御旨を示されていた 

会 衆：私たちは信じることが 

    できませんでした 

司式者：あの時、イエスさまは 

    御業を示されていた 

会 衆：私たちは愛することが 

    できませんでした 

司式者：あの時、聖霊で満たされていた 

会 衆：私たちは希望を持つことが 

    できませんでした 

司式者：憎しみ 争い 殺し合う 

会 衆：人間の過ちを懺悔いたします 

司式者：信じ 愛し 希望をもつことが 

    できますように 

会 衆：今、私たちは 

    神さまの平和を求めます 

一緒に：御業のために 

    私たちを用いてください  アーメン 

 

賛美 6-1,3「つくりぬしを賛美します」 
 

 

 

 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 



聖書 マタイによる福音書 13: 44～52  
新約(新共同訳)P26～P27 

 

44「天の国は次のようにたとえられる。畑に宝が隠され

ている。見つけた人は、そのまま隠しておき、喜びなが

ら帰り、持ち物をすっかり売り払って、その畑を買う。 

45 また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い

真珠を探している。46 高価な真珠を一つ見つけると、出

かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを買う。 

47 また、天の国は次のようにたとえられる。網が湖に投

げ降ろされ、いろいろな魚を集める。48 網がいっぱいに

なると、人々は岸に引き上げ、座って、良いものは器に入

れ、悪いものは投げ捨てる。49 世の終わりにもそうな

る。天使たちが来て、正しい人々の中にいる悪い者どもを

より分け、50 燃え盛る炉の中に投げ込むのである。悪い

者どもは、そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。」 

51「あなたがたは、これらのことがみな分かったか。」

弟子たちは、「分かりました」と言った。 52 そこで、イ

エスは言われた。「だから、天の国のことを学んだ学者は

皆、自分の倉から新しいものと古いものを取り出す一家の

主人に似ている。」 

 

賛美 58「み言葉をください」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

説教  「最も大切なもの」 

 

賛美 348「神の息よ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

後奏  
 

司 式：塩冶 みはる 

説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：福原 之織 
 

※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


